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はじめに
日本洞窟学会の HP に、2002 年 9 月にアイスラン

ドで開かれる国際火山洞窟学会の案内が掲載された。
プログラムを見ると論文発表のほか巡検もたっぷりつ
いている。個人で行ったのでは、観光洞でもない洞窟
を探すのはまず不可能なので、この機会を逃すべから
ずと、早速申し込むことにした。

しかし、地質学の専門家でもない小生には発表すべ
き材料がない。しかも英語も満足に聞き取れない。断
られてもともとと、アイスランド火山洞窟学会会長の
シギーに broken English のメールで問い合わせたら、

「論文発表なしでも全日程参加 OK」とやさしい英語
で返事が返ってきた。日本からは本多 ( 火山洞窟学
会 )、小川 ( 火山洞窟学会 )、小堀の 3 名が参加した。
このレポートは巡検に参加したときの小堀の個人的な
行動記録である。

二股洞窟
　学会が開かれるレイキャビックのグランドホテルに
着いたら学会の受付の女性
が超美人なので見とれてし
まい言葉が出てこない ( 写
真 1)。初日は受付だけで
午後から早速、付近にある
溶岩洞窟の巡検。観光バス
一台に乗り切れる程度なの
で参加者は 40 人ぐらいな
のだろう。現地に着いたら
洞窟の測量図が配布され
た。400m ほどの一本棒の

洞窟なので、これなら迷うことはないと、すぐザック
にしまってしまった。
　厚くコケが生えた溶岩流の平地を進む。まるでスポ
ンジの上を歩いているようだ。溶岩流の一角が陥没し
たところに入口があった ( 写真 2)。溶岩洞の天井が崩
落し、そこが入口になっている。溶岩洞窟ではよくあ
るタイプだ。他の参加者は専門家なので、途中にあ
る溶岩鍾乳
や天井の亀
裂の方向を
調べている
が、小生は
それにはか
まわず最奥
まで進む。
　とくに面
白いものも
なかったので入口に引き返そうと、もと来た道を戻っ
たが、なかなか入口に達しない。もうとっくに入口に
戻っていいはずなのだが。そうこうするうち洞窟も行
き止まりになってしまった。「そんな馬鹿な」と思っ
たが、現実なのだからしょうがない。狐につままれた
感じでまた引き返したら、前方に入口の明かりが見え
てきた。
　そこから外に出てみたら、正面にもう一つ入口があ
る。ザックから洞窟測量図を出してよく見たら、この
溶岩洞は、上流側と下流側は一本の穴だが中央付近は
二本に分かれていた。この二本に分かれた部分の一方
の洞窟の天井が崩落して下流側と上流側に入口ができ
たのだ。溶岩
洞が途中で二
本 に 分 か れ、
また合流して
一本になると
いう形態は非
常 に 珍 し い
( 図 2)。 小 生
は下流側入口
から入り、矢
印のように歩
いて、上流側
入口から出て
きたようだ。

図 1　アイスランド全体図
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⑤クラフラ地熱地帯 ( 地熱発電所 )	⑥ヘイマエイ島
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写真 2　二股洞窟の入口
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